
本学の課題および次期学務情報システムに対する要望
大コード 大見出し 中コード 中見出し 要望事項（次期システムにおいてやりたいこと） No. 学生・教職員向けアンケートにて得られた意見

1 パッケージのマニュアルではなく、本学に合わせたマニュアルが欲しい
2 動画によるマニュアルが欲しい
3 英語版に切り替えたら、日本語が混在しないようにしてほしい
4 英語以外の言語にも対応できるようにしてほしい

c モバイル対応 ブラウザ版もアプリ版と同じ機能を有し操
作ができる

5 アプリ版でもブラウザ版と同じような操作ができるようにしてほしい

6 スマホでブラウザ版を開いても文字を読みやすくしてほしい

7 授業資料や成績登録、履修者名簿など当該授業にかかわる事項は当該授業のページにひとまとめにしてほしい

8 履修者名簿など出力されるデータも含めて外字に対応してほしい

9 タイムアウトの時間を長くしてほしい（現行は30分）

10 「back」ボタンを押したときに最初の画面に戻るのではなく、1つ前の動作に戻ってほしい

11 学生情報参照時でも「back」ボタンを使用できるようにしてほしい

12 ファイルを添付した際に、送信前であればファイル名を変えられるようにしてほしい

13 アンケート機能において、Formsのように分岐や「その他（具体的に記載）」のような選択肢が設定できるようにしてほしい

14 教員への連絡を簡単に行いたい（メールというよりチャットのイメージ）

15 大学からのお知らせを細分化（受信boxを分ける）してほしい

16 システムから送られてきた通知を指定したメールアドレスにも転送されるようにしてほしい

17 プッシュ通知されるようにしてほしい

18 連絡通知した際に、学生の既読状況がわかるようにしてほしい

19 補講通知を作成する際、履修学生が補講日程と他の授業が重複していないかリストを出力できるようにしてほしい

20 学生の保護者宛てにも通知できるようにしてほしい

21 連絡種別を細分化できるようにしてほしい（例：課外活動、呼び出し、など）
22 各授業に対する掲示板と学部ごとの掲示板、大学全体の掲示板機能がほしい
23 FAQ機能が欲しい

h スケジュール設定
学部・学科ごとに開講期間や祝日などを自
由に設定できる

24 学部・学科単位で授業の開講期間や祝日、休業期間を設定できるようにしてほしい

25 学部・学科単位でカリキュラムや進級・卒業要件を設定することができるようにしてほしい
26 学生別でもカリキュラムを設定することができるようにしてほしい
27 GPAによってCAP（履修可能な単位数）を調整することができるようにしてほしい
28 科目の読み替え設定において複数科目から読み替えられるような科目も読み替え設定できるようにしてほしい

29 施設予約機能において、予約状況（例：仮押さえ、など）を表示させてほしい

30 複数教室の予約状況を同時に確認できるようにしてほしい

31 学生からの届け出などの申請をシステム上で受け付けられるようにしてほしい

32 学生から申請された案件について、受理・不受理をコメント付きで通知できるようにしてほしい

33 GPS機能を付けて、厳密に出席管理してほしい

34 授業内における学生の表示順は履修者名簿順に統一してほしい

35 出欠管理の際、出欠状況をデータ取込でも更新できるようにしてほしい

36 課題を課した際に、学生にどのように見えているのかわかるようにしてほしい

37 提出された課題を確認する際、全員分一度にダウンロードできるようにしてほしい

38 主担当だけでなく、副担当も授業資料のアップロード等を行いたい

39 学生情報から住所や成績、履修情報、入試情報などが確認できるようにしてほしい

40 学生情報から当該学生の配慮事項を確認できるようにしてほしい

41 学生情報から各学生がどの奨学金を登録しているか管理できるようにしてほしい

42 学生情報から各学生の学籍異動記録を確認することができるようにしてほしい

43 学生情報から面談記録を見られるようにしてほしい

44 スケジュールは休講・補講情報も表示してほしい
45 課題のリマインド機能が欲しい
46 成績上でどの区分で何単位必要かがわかるようにしてほしい
47 成績確認画面や証明書等で、自身が遠隔授業で何単位修得しているかわかるようにしてほしい
48 成績ダッシュボードにおいて、GPAに関係する科目以外も表示するよう切り替えができるようにしてほしい
49 学修ポートフォリオを作成できるようにしてほしい
50 未提出課題の件数がわかるようにしてほしい
51 履修登録画面でもシラバスが見られるようにしてほしい
52 抽選履修の際、倍率が見られるようにしてほしい
53 グラフで学修状況を可視化してほしい
54 課題が課された際に通知してほしい
55 履修登録において、履修可能な科目数を超えた場合はエラー警告等をしてほしい
56 自身の出席状況と出席回数が足りなくなる前にリマインドしてほしい

m 入試管理

・学生の管理とは別に入試の受験者情報を
管理し、合格者を容易に在学生として登録
することができる。
・入試情報（受験者の入試形態や合格不合
格等）を管理し、すぐに情報を出力するこ
とができる。

57 学生管理とは別で入試の受験者情報を管理し、合格者を学生として登録しやすくしてほしい（現状は別の入試システムからcsvを出力し、学務情報シ
ステムに取り込んでいる。）

58 学内共有ファイルにおいて、見たいファイルを正確に検索し、表示されるようにしてほしい

59 通知対象者は学部や在籍状況等で絞り込めるようにしてほしい

60 カリキュラム・要件設定など、定例的な処理において過去のデータがコピーできるようにしてほしい

61 学部単位でコピーできるものとできないものがあるため、基本学部学科単位でコピーできるようにしてほしい

62 過去の科目からシラバスの内容をコピーして作成できるようにしてほしい

63 アップロード・ダウンロード可能な容量を大きくしてほしい

64 履修登録期間等のユーザーが集中する期間でもスムーズに動作できるようにしてほしい

65 サーバーダウンを気にせずに一度に多くの学生に通知できるようにしてほしい

66 何月何日時点という絞り込みでデータを出力できるようにしてほしい

67 一度に多くのユーザーがアクセスしても、普段のスピードと変わらないくらいで操作できるようにしてほしい

68 海外にいても操作できるようにしてほしい

69 LMSや証明書発行機（コンビニ発行）など他のシステムとも連携できるようにしてほしい

r アーカイブ機能
個人フォルダに授業資料や課題を格納する
ことができる

70 個人用のフォルダ機能が欲しい

71 問い合わせや不具合に対して迅速かつ適切に対応していただきたい

72 不具合修正や仕様改善においては、専門的な知見で提案してほしい

t 定例会の開催
定期的に会議を開催し、問い合わせの進
ちょく状況や今後のスケジュール等を確認
することができる

73 定期的に問い合わせの対応状況や定例処理のスケジュール確認をしてほしい

u 学生の問い合わせ窓口
エンドユーザーからの問い合わせに直接対
応することができる

74 学生からの問い合わせに対するサポートセンターを設置し、学生の窓口への問い合わせ数を減らしてほしい

v システム運用に係る情報提供
システムを管理するデバイスに対するサ
ポートをしていただき、安定したシステム
運用をすることができる

75 定例的な処理のほかに必要と思われる情報（例：管理PCのOSアップデート等）を迅速に提供してほしい

w 適切な保守体制 保守体制を把握することができる 76 ベンダー内の保守体制や連絡・連携フローを明確にしてほしい

x データバックアップ
長期間のバックアップを保存することがで
きる

77 可能な限り長期間のバックアップが取れるようにしてほしい

78 削除等の重要操作において、複数回アラートが出るようにしていただきたい

79 ログインPWを変更できるようにしてほしい

80 学生情報について、項目ごとに参照権限を割り振ることができるようにしてほしい
81 ユーザーの権限を細かく設定できるようにしてほしい（機能の大枠に対してではなく、機能の中の項目に対しても権限を割り振りたい）
82 権限のパッケージを自身で作成できるようにしてほしい（例：教務担当者権限）

83 管理者のみ、ユーザーの操作ログがわかるようにしてほしい

84 可能な限り詳細な操作ログがわかるようにしてほしい（例：誰がいつ、どんなデバイスで何を添付し提出したのか）

85 マスタにおけるコードの桁数の制限を緩くしてほしい（1桁までしか登録できない場合がある）

86 名称（例：科目名）の文字数制限を緩くしてほしい

：学生からの意見
：教職員からの意見

・学部・学科のみならず学生別でもカリ
キュラムや進級・卒業要件要件を設定し、
進級・卒業判定することができる

カリキュラム・要件設定および進
級・卒業判定

掲示板機能で授業以外の連絡事項を伝達す
ることができる

g

充実した機能ナビゲーションにより、迷い
なく操作ができる

・スマホでシステムを使用する際もPCと同
じような文字の配列で画面を表示すること
ができる。
・履修者名簿などの機能は当該授業のペー
ジにひとまとめにして余計なページ移動を
せずに操作することができる

・画面遷移をスムーズに行うことができる
・添付したファイルのファイル名を変更す
ることができる
・アンケート機能におけて分岐や「その他
（具体的に記載）」を設定できる

・教員と学生がチャット形式でやり取りで
きる。
・大学から学生へのお知らせについて、内
容種別や緊急度合いに応じて学生側の表示
方法や通知方法を変えることができる

b 日本語版から多言語（英語等）版にスムー
ズに切り替えができる

言語対応

視認性

e 操作性・使い勝手

A

f 連絡通知機能

a ナビゲーションの簡素化

B

その他情報提供機能

i

ユーザーインターフェース

d

p

機能の充実

情報のアクセス性

幅広くマスタのコードを設定することがで
きる

・削除等の重要操作でアラートを出して、
誤操作を防止することができる
・ログインPWを自身で変更できる

権限を詳細に割振り、必要最低限の権限を
ユーザーに設定することができる

・厳密かつ臨機応変に出席管理を行うこと
ができる
・学生の表示順を学籍番号順や履修者名簿
順に表示することができ、教員も学生の面
談記録を確認することができる
・課題設定において学生からどう見えてい
るか確認し、提出された課題も一括でダウ
ンロードすることができる
・副担当教員も当該授業に関わる操作を行
うことができる
・学生情報で住所や成績、奨学金申請状況
など学生に関する情報をまとめて確認する
ことができる

・学修ポートフォリオなど学修成果を可視
化することができる。
・課題が課された際に通知が送られるな
ど、学生が課題に取り組みやすくすること
ができる。
・同じ画面でシラバスを確認しながら履修
登録するなど、スムーズに履修登録するこ
とができる。
・学生が出席状況を自身で把握することが
できる

・データの容量を気にすることなくデータ
出力やメッセージの送信を行うことができ
る
・何月何日時点など、年度や学期よりさら
に詳細にデータを出力することができる

検索において、詳細な項目を検索要素とし
つつ、正確な検索結果を見やすく表示する
ことができる

過去のデータを学部・学科などの細かい単
位でコピーし、現年度や翌年度以降のデー
タ作成をスムーズに行うことができる

詳細な操作ログを確認することができる

・スムーズに施設予約や予約状況の確認を
することができる
・システム上で学生からの申請を受け付
け、コメント付きで受理/不受理を通知す
ることができる

予約・申請機能

教育機能

l 学修機能

セキュリティ

z

問い合わせや不具合発生時の対応

データベースについて

o 過去のデータのコピー

・履修登録期間などの繁忙期でも普段と同
じようなスピードで操作できる
・海外にいても操作できる
・LMSなどの他システムとも連携できる

問い合わせや不具合に対して可能な限り迅
速かつ正確に対応していただくことができ
る。

q アクセス性

j

E データ管理とプライバシー

C

ab

aa

k

y

s

マスタ設定

n 検索機能の強化

D サポートとヘルプ

操作ログの可視化

権限設定
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